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構成団体名簿構成団体名簿（幹事幹事を含む） 構成団体名簿（幹事を含む） 

2008年2月12日 

出口会長挨拶 

出席代議員 

南部労福協通常総会開催 南部労福協通常総会開催 

城内にある礼拝所のひとつで、琉球最

古の歌謡集「おもろさうし」に数多く

詠まれています。神話には『神が作ら

れた聖地である』と記されています。 

450年以上にわたり中国をはじめ、日本や朝鮮、東南アジア諸国との外交・
交易を通じ、独自の文化や芸能を華開かせてきた海洋国家『琉球王国』。
首里城は王国の政治や経済、文化の中心であり、琉球全体に広がる信仰の
拠点でもありました。首里城は国営沖縄記念公園として沖縄の歴史や文化
を今に伝え、未来へ受け継いで行くため整備が進められています。 

「御庭」へ続く最後の門。3つの入り

口があり、中央の門は国王や身分の高

い人だけが通れる門でした。別名「君

誇御門」。 
沖縄 沖縄 沖縄 

　2008年度 南部労福協通常総会が2月12日、沖縄県那覇市「沖縄都ホテ
ル」で開催されました。議長には沖縄県労福協評議員 名護一男氏が選出さ
れ、出口会長から「勤労者を取り巻く情勢等々、この1年間、幹事会を中心
に、クレサラ・ワンストップ事業拡大に頑張って来た。九州全県本年中に
立上がる事と確信をしている」との挨拶があり、来賓として、中央労福協
事務局長 高橋均様、沖縄県知事代理 仲井眞弘多様、沖縄県観光商工部 産
業雇用統括監 勝目和夫様、連合九州ブロックを代表し代表幹事 山口正三様、
沖縄県高齢・退職者団体連合福岡会長 真喜志勇様、4名の来賓挨拶の後、
清野南部労福協事務局長代行から、2007年度一般活動報告や2008年度
活動方針が提案されました。「勤労者の暮らしにかかるサポート事業」の
取り組み、「労働者福祉運動の強化と発展のために」の取
り組みを中心に3項目の重点課題が確認されました。第3号
議案役員補充選任について高石役員選考委員より経過報告
があり、出口会長、鹿児島労働金庫本部長就任・米村一弘
事務局長におかれましては、1月2日満60歳にて急逝され
ました。従って、来年総会まで暫定的に会長、事務局長を
福岡が担当する提案があり、満場一致決定致しました。 
　その後、議長より「活力ある福祉社会」地域共生で暮ら
しに夢を!!とスローガンの提案と採択がなされ総会が終了
しました。 

　 役 職 名 　  
会 長  
事 務 局 長  
会 長  
専 務 理 事  
会 長  
専 務 局 長  
会 長  
専 務 局 長  
会 長  
専 務 局 長  
会 長  
専 務 局 長  
会 長  
専 務 局 長  
会 長  
専 務 理 事  
会 長  
専 務 局 長  
理 事 長  
専 務 理 事  
本 部 長  
専務執行役員 

　 氏 名 　  
山 口 正 三  
笹 井 範 男  
黒 木 安 秋  
太 田 吉 章  
高 石 哲 夫  
中 村 忠 孝  
河 瀬 和 典  
梅 木 一 美  
島 　 龍 生  
馬 場 徳 明  
新 名 照 幸  
清 野 政 勝  
押 　 川 　 浩 一 郎  
（代）　川　野　和　幸 
仲 村 信 正  
玉 城 　 勉  
山 口 正 三  
下 田 祐 二  
村 上 　 守  
服 部 道 徳  
真 鍋 勝 幸  
石 坂 末 人  

　 団 体 名 　  

（社）福岡県労働者福祉協議会  

（社）佐賀県労働者福祉協議会  

長 崎 県 労 働 者 福 祉 協 議 会  

熊 本 県 労 働 者 福 祉 協 議 会  

大 分 県 労 働 者 福 祉 協 議 会  

（社）宮崎県労働者福祉団体中央会 

鹿 児 島 県 労 働 者 福 祉 協 議 会  

（財）沖縄県労働者福祉基金協会 

連 合 九 州 ブ ロ ッ ク 連 絡 会  

九 州 労 働 金 庫  

全 労 済 西 日 本 事 業 本 部  

　 役 職 名 　  

会 長  

事 務 局 長  

会 計 監 査  

　 〃 　  

　 氏 名 　  

山 口 正 三  

笹 井 範 男  

中 村 太 良  

島 村 幸 利  

　 選 出 団 体 　  

福 岡 県 労 働 者 福 祉 協 議 会  

福 岡 県 労 働 者 福 祉 協 議 会  

九 州 労 働 金 庫 福 岡 県 本 部  

全 労 済 福 岡 県 本 部  

お悔み 米村一弘様（鹿児島県労働者福祉協議会・南部労福協事務局長）去る1月2日、永眠されました。心よりご冥福をお祈りいたします。 
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ライフサポートセンター（仮称）組織体制 
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理事会 

福 岡 地 域 労 福 協  

筑紫・甘朝地域労福協 

北筑後地域労福協  

南筑後地域労福協  

遠賀川地域労福協  

北九州地域労福協  

京築・田川地域労福協 

いま、なぜ 
地域自主福祉か 
いま、なぜ 

地域自主福祉か 

新たな 
支え合い基盤基盤の 
再構築再構築へ 

まずは 
ワンストップ 
サービスの 
相談体制相談体制から 

新たな 
支え合い基盤の 
再構築へ 

設立準備会の発足について  
　福岡県労福協は「勤労者の暮らしにかかわるサポート事業」（仮称）
展開について、2006年1月から県労福協の事務局会議、四団体会議
を開催するとともに、先進県等の視察を行い事業発足に向け検討して
きました。そして第8回四団体会議（2007年7月5日）で「勤労者の暮
らしにかかわるサポート事業」（仮称）構想素案を作成しました。この
構想に基づいて、第3回県労福協理事会（2007年12月5日）で下記の
内容で「ライフサポートセンター事業」を展開することを決定しました。 
 
　  事業の目的 
　勤労者の（生活者）の暮らしや生きがいなど全般に関わる支援活動
を行うことにより、勤労者の生活の安心と福祉の向上を目的とする。 
　  事業内容 
　基本的には、県、地域労福協が従来から行っている活動で連帯可能
なものについては事業活動の中に取り込んでいくこととする。具体的
には、日常生活の中での様々な出来事・悩みなどの相談を受けた上で、
利用できる制度やサービスの提供できる機関や協力団体を案内・取次
を行い、問題解決を図る。 
　  事業の発足　　2008年6月末目途 
　  ライフサポートセンター設置場所　　連合福岡館内 

　　設立準備会委員会 
　　　　　　　　の設置 
①設立準備委員 
県労福協 
全労済県本部 
九州労金県本部 
連合福岡 
福岡地域労福協 
 
②準備委員会の業務 
役員スタッフ体制 
事業内容の整理 
協力団体 
NPOなどと業務提供 
　　　　などの協議 

 
　　地域労福協の対応について 
　今回の事業の推移を見つつ、各地域労福協の事業展開については検
討していくこととします、なお地域の社会福祉協会、ボランティア団体、NPO、
行政窓口などで様々な相談や支援実態について、調査していきます。 

2008年1月24日 

　これからは、地域における自主福祉活動
の強化がきわめて重要な課題として浮上し
ていることを物語っています。そこで求め
られているのは、一言でいえば「支え合い
基盤の再構築」です。 
　「社会保障ビジョン」が示しているように、

これまでの、家族依存、企業中心、そして公共事業依存の支え合いが、
いろいろな意味で限界となり、一人ひとりの自己責任、自助努力をベ
ースとした市場中心の社会に転じつつあるなかで、もう一度、相互の
助け合い・支え合いをベースとする社会を創り出すことです。 
　この間の小泉構造改革のもとで、社会の二極化が進行し、それまで
当たり前だった安全・安心の基盤が大きく崩れました。 
　地域のコミュニティも徐々に崩れつつあり、社会の支えを必要とす
る子どもたちや一人暮らしのお年寄りが犠牲になる場面も増えてき
ています。 

　国民にとってもっとも基本的な安全・安心を保障するのは、いうまで
もなく国や自治体の任務ですが、人々の相互の助け合い、支え合いも
また、社会の基本になければなりません。 
　孤立した個人の自己責任をベースにし、国や自治体が最低限の保
障だけを担えばよしとする社会は、決して望ましい姿とはいえません。 
　同時に、いま大きく崩れつつある支え合い基盤を再構築することは、
かつての家族依存、企業中心、公共事業依存のあり方に戻すことでは
ありません。 
　なぜなら、これまでの伝統的な支え合い基盤は、きわめて閉鎖的な
基盤でしかなかったからです。企業でも家族でも地域でも、そこに所
属するメンバー限りという、互助会的な「福祉」だったといえます。 
　したがって、いま求められているのは、これまでの家族依存・企業中
心によって立ち遅れてきた国や自治体の役割を明確にすると同時に、
企業や家族という枠組みを超え、もっと地域に開かれた支え合い基盤
を創り出していくことだといえます。 

まずは 
ワンストップ 
サービスの 
相談体制から 

　冒頭でも触れたように、連合と労働福祉
団体は、新たな支え合い基盤作りに向け、ま
ずはワンストップサービスの相談体制作り
に着手することにしています。 
　それは、これまでの労働相談から生活相
談へと一歩踏み出し、相談の受け手の方も

対象者の方も、その枠組みを少しずつ広げていこうという試みです。 
　とはいっても、多くの困難を伴うことは事実です。この種の活動で
大事なことは、できることから一歩ずつ、ということです。人のつなが

りも、地道な活動の積み重ねと信頼関係の醸成を通じて初めて広がっ
てくるものです。 
　いま求められているのは、その一歩を確実に踏み出すことだといえ
ます。 
　ワンストップサービスの相談体制からスタートして、さまざまなネッ
トワーク作りを積み重ねつつ、新たな支え合いと連帯をどう形成して
いけるか？わたしたちの、ささやかではあっても、壮大な夢に結び
つく一歩が、ここから始まります。 

連合・中央労福協・労金協会・全労済実務者連絡会議資料より 
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ホームページアドレス http://kyusyu.rokin.or.jp/
〒810-8509　福岡市中央区大手門3-3-3　1092-714-7143

お問い合わせ先 

九州労働金庫福岡県本部 

全労済 筑後支所 
福岡県久留米市東町42－14 
ワカナステートビル3F 

TEL 0942－38－8211

全労済 北九州支所 
福岡県北九州市小倉北区真鶴1－5－15  

真鶴会館3F 
TEL 093－591－7220

全労済 福岡支所 
福岡県福岡市中央区舞鶴1－1－7 
全労済モルティ天神ビル1F 
TEL 092－732－4047

（福岡県労働者共済生活協同組合） 
全労済福岡県本部 

TEL 092-739-6100

お問い 
合わせは 

保障のことなら 

7907A030

11

22 33

44
Power 
UP!ズバリ！ ズバリ！ 

・代車費用 
・事故時の運送費用や帰宅費用など 
・車上荒らしなどによる盗難被害 
・身の回り品の損害 

※別途保証料0.7％または1.2％が必要となります。※表示金利は2008年1月1日現在のものです。※お申し込みに際しましては、審査の結果、ご契約いただけない場合等がござい
ます。※お近くのろうきんにお申し出くだされば、ご返済額の試算をいたします。また、パソコンや携帯電話からホームページの「ローン返済額シミュレーション」もご利用いただ
けます。※この内容は、2008年1月1日現在の商品等の概要を記載したもので保証先を（社）日本労働者信用基金協会とする場合です。 

教育ローン 教育ローン ろうきん教育ローン 

アシスト 
がんばる人を応援します。 がんばる人を応援します。分割融資やゆとり元金据置返済もご利用OK!

�������� 月 

まで 

特別 
金利 
変動金利 
（年利） �����

�
特別 
金利 
固定金利 
（年利） ��	�

さらに 
最大 

金利優遇!
-0.6%

詳しくはろうきんで 
おたずね下さい 

ご返済期間 

変動金利:15年以内（据置期間含む） 
固定金利:10年以内（据置期間含む） 

ご融資金額 

最高500万円 

お使いみち 

ご返済方法 

毎月払い、または毎月・ボーナス併用払い 

※変動金利につきましては年2回金利の見直しを行います。また、ろうきんでご利用いただいている教育ローンと一本化する場合に
は条件があります。 

高校、大学、専門学校等で教育を受けるために必要な資金。
入学金・授業料はもちろん、アパート代や仕送りといったさ
まざまな費用にご利用いただけます。 

◆ご融資金利は、お申込日の金利ではなく、お借り入れ日の金利となります。 

自動車総合 
補 償 共 済 

掛金の見直しと 
補償強化で さらに

 

掛金の見直し、補償の拡大、特約や割引の新設など、今までよりもっと確かな「頼れる補償、大きな安心」をお届けします。 

事故時の諸費用補償に盗難品の補償もセット!
これまで別の特約だった「車両損害付随諸費用補償特約」と「車中動産盗難補償特約」が一つにな
り、さまざまな損害がカバーできるようになりました（オールリスク、エコノミーワイドのみ）。 

車両損害付随諸費用補償特約 

車中動産盗難補償特約 
付随諸費用補償 

最高 

5,000万円 

人身傷害補償 

あなたとご家族を 
がっちり守る!

無制限 
対人・対物賠償 

事故相手への賠償が 
無制限なら安心!

オールリスク 
付随諸費用補償 

車両損害補償 

愛車の損害から「車上荒らし」 
による損害までフルカバー!

故障時の 
頼もしい味方です！ 

ロード 
サービス 

24時間・365日 

無 料 

4,310円 
月払掛金 

年払いならもっとおトク!
49,290円 

【詳細条件】 
・無事故割引等級：20等級　・ABS装着車割引：あり 
・掛金クラス（車両）：4クラス　・新車割引：あり 
・車両共済金額：100万円 
・運転者年齢条件：35歳以上補償 
・掛金クラス（賠償）：Aクラス（総排気量1.50R以下） 

※お車の型式の掛金クラス（車両）の見直しなどにより掛金が変更となる場合がございます。あらかじめご了承願います。 

＊車両の型式とは自動車を分類するための識別番号 

制度改定後 

型式別9クラス掛金：9区分 
事故成績に応じて型式ごとに区分 
※全労済・損保・JA共済などの事故成績にもとづき、 
　損害保険料率算出機構が決定 

1クラスに対し、9クラスは約4.3倍 
11 22 33 44 55 66 77 88 99

これまでは… 

型式別6クラス掛金：6区分 
型式ごとの新車価格に応じて区分 
※市場価格にもとづき全労済が決定 

1クラスに対し、6クラスは約1.9倍 
11 22 33 44 55 66

普通・小型乗用車については、型式ごとの新車価格によって
6クラスに区分していた掛金を、事故成績に応じて型式ごとに
9クラスに区分することにしました。 
同一の車名でも型式ごとに事故成績が異なるため、型式によっては現行よりも掛金
が引き下げとなる場合や引き上げとなる場合があります。 

車両共済金額が「20万円」未満になっても引き続き加入
することができるようになりました。またこれまで加入
できなかったお車でも一定の条件を満たせば、10万円を
限度に加入が可能です。 

車両共済金額の下限を 

20万円から10万円に変更 

他車との 
衝突 

火災・爆発・ 
自然災害 盗難 

エコノミーワイド（車両損害補償）の 

補償範囲を拡大!
現在の補償範囲に加え、「落書き、窓ガラス破損」を追加します。 

飛来物・ 
落下物と衝突 

その他の 
偶然の事故 

落書き・いたずら 
などによる破損 

「型式別9クラス掛金」 を導入 
車両損害補償に 

特別金利  

全労済は、営利を目的としない保障の
生協として共済事業を営み、組合員
の皆さまの安心とゆとりある暮らしをめ
ざしています。すでに組合員は全国で
1,390万人。出資金をお支払いいただ
いて各都道府県生協の組合員になれ
ば、各種共済をご利用いただけます。 

http://zenrosai-fukuoka.jpホームページ キーワード検索 

■ あなたの掛金を実感するために、まずはお見積りを 

マイカー共済の見積金額は 

【主な改定内容】 

福岡6031 検索 クリック 



2008年３月３日 

４ この機関紙は再生紙を使用しております。 この機関紙は再生紙を使用しております。 

加 盟 団 体 
北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協 
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済福岡県本部／福岡県生活協同組合連合会／真鶴会館 

宮中智美理事長 

山下ゆかり理事長 

さと み  

ホームページアドレス 

九州労働金庫福岡県本部 
（092）714－7143

http://kyusyu.rokin.or.jp/

安心のろうきんローン 安心のろうきんローン 

お問い合わせは 

セーフティネット セーフティネット 

2． 但し、着手金、弁護士報酬金、その他必要経費は、個人負担となります。 
3． 相談窓口は、県・地域労福協および、九州労働金庫福岡県本部・各支店で受け付けます。 

1. 相談対象範囲 

ろうきん会員（労働組合）・組合員（家族含む） 労福協会員及びその構成員（家族含む） 

①② 

① 

連携 

② ① 

①② 

　② 

担 当 「 弁 護 士 」 

ろ　う　き　ん 県・地域労福協 

① 労福協の会員及びその構成員（家族含む） 
② 《ろうきん》の会員（労働組合）・組合員（家族含む） 

家族と住まいに大きな安心。 
セット加入で頼れる保障。 

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済 
事業を営み、組合員の皆様の安心とゆとりある暮ら 
しをめざしています。すでに組合員は全国で1,390万人。 
出資金をお支払いいただいて各都道府県生協の 
組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。 

全国労働者共済生活協同組合連合会 

全労済福岡県本部 
ＴＥＬ 092－739－6100

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

http:    www.zenrosai.or. jp// 
インターネットホームページアドレス 

保障のことなら 

合同研修会開催 合同研修会開催 
　県労福協の年間活動計画に伴い「2008年・連合福岡・事業団体・

県労福協合同研修会」が去る1月30日（水）、全労済モルティ天神ビ

ル9Fで27名の役員が参加し、開催されました。 

　労福協は福祉事業団体の運営を通じて、勤労者福祉向上につとめ

る役目があります。具体的には、それぞれの事業団体の現状と課題

について、①福岡県労働金庫（中村本部長）②全労済福岡県本部（島

村理事長）より状況報告及び通念的な重点活動報告がなされました。 

　更に特別講演として 

　● 第１部「暮らしにしのびよる遺伝子組み換え技術の脅威！」 

　　　　　グリーンコープ生活協同組合ふくおか理事長 宮中智美様  

　● 第2部　私が目指す「ワンストップコンサルタント」 

　　　　～相談者の抱える悩みや困りごとへの理解が第一歩～  

　　　　　NPO法人グローバルライフサポートセンター理事長（行政書士）山下ゆかり様 

のお二人の講演を開催し、又、問題提起を受け、大変有意義な研修会でした。 

連合福岡・事業団体・労福協 

さ と  み  


